
遺 

言 

書 
 

遺
言
者 

二
十
一
回
猛
子
コ
ト
吉
田
松
陰 

は
、
こ
の
遺
言
書
で
次
の
と
お
り
遺
言
す
る
。 

 

一
、 
松
下
村
塾 

門
下
生
一
同 

に
遺
贈
さ
せ
る
財
産 

  
 

 

至
誠
に
し
て
動
か
ざ
る
者
、
未
だ
之
有
ら
ざ
る
な
り
。 

 

付
言
事
項 

 
 

 

身
た
と
え
武
蔵
の
野
辺
に
朽
ち
ぬ
と
も
留
め
置
き
ま
し
大
和
魂
。 

十
歳
で
死
ぬ
者
に
は
そ
の
十
歳
の
中
に
春
夏
秋
冬
が
あ
り
、
二
十
歳
に
は
二
十
歳
の
四
季
が
、 

三
十
歳
に
は
三
十
歳
の
四
季
が
あ
る
。 

我
が
身
に
も
四
季
が
あ
り
、
花
が
咲
い
て
実
を
結
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。 

そ
の
実
が
籾
殻
な
の
か
成
熟
し
た
粟
の
実
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
同
志
の
中
に
私
の 

遺
志
を
継
い
で
く
れ
る
人
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
撒
か
れ
た
種
が
絶
え
ず
に
年
々
実
っ
て 

い
く
の
と
同
じ
で
、
収
穫
の
あ
っ
た
年
に
恥
じ
な
い
結
果
に
な
る
だ
ろ
う
。 

  
 

安
政
六
年
十
月
二
五
日 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

江
戸
伝
馬
町
牢
内
に
て 

 
 
 
 

 
 
 

（
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
） 

長
門
国
萩
松
本
村
（
松
下
村
塾
内
） 

                            

吉 
 

田 
 

松 
 

陰 
 
 

印 

  

※ 

引
用
に
用
い
た
文
献 

日
本
の
１
０
０
人
№
０
２
８
吉
田
松
陰 

 

こ
と
ば 

値千金の遺言 ③留魂録（吉田松陰） 


